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入
居
管
理
者
と
の
懇
談
会
、
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄

付
条
例
審
議
・
議
決
等
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
迎
え
た
平
成　

年
、
か
つ
て
な
い
全
国
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的
な
景
気
不
況
は
、
羽
幌
町
に
と
っ
て
も
厳
し
い

行
財
政
運
営
が
強
い
ら
れ
ま
す
が
、
行
政
、
議
会
、

住
民
が
知
恵
を
出
し
勇
気
を
出
し
て
将
来
に
悔

い
を
残
さ
な
い
町
づ
く
り
、
不
況
の
流
れ
を
変
え

る
希
望
の
年
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

町
の　

年
度
予
算
で
は
、
特
老
改
築
工
事
が
大

21

型
公
共
事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
す
。
健
全
財

政
を
維
持
し
つ
つ
一
方
、
新
年
早
々
に
国
会
で
審

議
・
成
立
予
定
の
二
次
補
正
と
国
の　

年
度
予
算

21

及
び
支
庁
再
編
に
伴
う
地
域
振
興
に
向
け
た
北

海
道
の
政
策
等
が
、
本
町
経
済
の
不
振
や
雇
用
不

安
に
対
応
さ
れ
た
予
算
編
成
で
、
景
気
後
退
の
危

機
打
開
の
為
の
積
極
的
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る

か
、
効
果
に
つ
い
て
も
議
会
と
し
て
し
っ
か
り
点

検
を
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

羽
幌
町
に
と
っ
て
は
、
災
害
や
事
故
の
な
い
穏

や
か
な
年
で
あ
り
、
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
何
よ

り
も
健
康
で
幸
せ
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ま
し
た
。
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
が
心
配
さ
れ

た
基
幹
産
業
別
動
向
に
つ
い
て
、
農
業
で
は
水
稲

が
前
年
に
次
ぐ
豊
作
で
、
市
場
に
お
け
る
道
産
米

の
人
気
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
本

年
も
期
待
を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。
漁
業
で
は
、
計

画
総
漁
獲
高
は
ク
リ
ア
さ
れ
ま
し
た
が
本
土
に

お
け
る
サ
ケ
漁
、
た
こ
漁
が
不
振
に
終
わ
り
ま
し

た
。
両
島
地
区
の
こ
う
な
ご
、
ヤ
リ
イ
カ
漁
が
不

漁
で
幻
と
な
り
つ
つ
あ
り
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

商
工
観
光
建
設
業
で
は
、
町
外
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
志
向
に
加
え
不
況
下
の
消
費
購
買
力
低
下

や
公
共
事
業
の
抑
制
等
、
各
業
種
共
通
し
て
厳
し

い
試
練
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
で
は
、
定
例
会
4
回
、
臨
時
会
4
回
、

議
会
運
営
委
員
会
7
回
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

9
回
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会　

回
、
医
療
問
題
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調
査
研
究
特
別
委
員
会
2
回
、
議
員
全
員
協
議
会

と
議
員
説
明
会
が　

回
で
、
主
な
概
要
は
特
別
養

10

護
老
人
ホ
ー
ム
が
個
室
ユ
ニ
ッ
ト　

床
、
多
床
室

60

　

床
を
承
認
し
コ
ン
ペ
設
計
業
者
の
選
定
と
設

50計
費
の
追
加
補
正
・
羽
幌
中
学
校
耐
震
補
強
工
事

設
計
費
追
加
補
正
・
留
萌
中
部
三
町
村
広
域
斎
場

建
設
事
業
（
3
町
の
負
担
割
に
つ
い
て
継
続
審
議

中
）
羽
幌
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
承
認
、

雇
用
促
進
住
宅
売
却
方
針
に
伴
う
現
地
視
察
と

が
開
始
、
福
田
首
相
が
1
年
足
ら
ず
で
辞
任
し
麻

生
内
閣
が
誕
生
し
た
こ
と
、
明
る
い
話
題
で
は
、

益
川
、
小
林
、
南
部
三
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞
、
５
年
間
イ
ラ
ク
復
興
に
貢
献
さ
れ
た
航
空

自
衛
隊
の
撤
収
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
特
に
若
者
の

活
躍
が
目
立
っ
た
年
で
あ
り
、
五
輪
平
泳
ぎ
金
メ

ダ
ル
二
連
覇
の
北
島
選
手
を
は
じ
め
柔
道
の
上

野
選
手
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
こ
ん
身
の
4

1
3
球
投
げ
ぬ
い
た
上
野
選
手
の
プ
レ
ー
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。

　

ほ
か
、　

歳
の
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
石
川
遼
選
手
、
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テ
ニ
ス
の
錦
織
選
手
の
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　

道
内
で
は
、
羽
幌
産
米
や
焼
尻
め
ん
羊
ラ
ム
肉

も
一
役
担
っ
た
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
、
道
産
新
米

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
誕
生
、
暮
れ
に
報
道
さ
れ
た
北

海
道
新
幹
線
着
工
の
見
通
し
は
、
道
民
待
望
の
事

業
で
あ
り
実
現
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
米
穀
乾
燥
貯
蔵
施
設
が
完
成
し
新

米
約
9
万
俵
が
処
理
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
ほ
か

で
は
、
亜
細
亜
大
学
野
球
部
の
合
宿
、
救
急
医
療

に
対
応
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
道
北
地
域
配
備
を

道
や
国
に
要
望
す
る
為
に
行
わ
れ
た
試
験
フ
ラ

イ
ト
に
、
道
立
羽
幌
病
院
や
消
防
署
等
関
係
機
関

が
連
携
し
て
初
期
治
療
と
搬
送
訓
練
が
行
わ
れ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
2
0
0
9
年
の
新
春
を
お

迎
え
の
事
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

町
議
会
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
議
会
と
し
て

決
意
を
新
た
に
羽
幌
町
の
振
興
発
展
の
為
、
更
に

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
内
外
共
に
ま
さ

に
激
動
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
海
外
で
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ン
ド
で
繰
り
返
さ
れ
た
テ

ロ
事
件
、
自
然
災
害
で
は
十
数
万
人
の
犠
牲
者
が

出
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
直
撃
サ
イ
ク
ロ
ン
と
中
国
四

川
省
の
大
地
震
、　

年
振
り
で
ア
ジ
ア
圏
で
開
催

20

さ
れ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ア
メ
リ
カ
史
上
初

黒
人
大
統
領
候
補
オ
バ
マ
氏
圧
勝
、
そ
し
て
米
国

の
住
宅
バ
ブ
ル
崩
壊
（
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問

題
）
の
影
響
に
よ
る
1
0
0
年
に
一
度
あ
る
な
し

の
金
融
恐
慌
は
、
世
界
中
に
深
刻
な
経
済
不
安
を

も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
産
地
偽
装
や
厚
生
年
金
改
ざ
ん
、

汚
染
米
の
転
売
等
依
然
反
省
が
み
ら
れ
な
い
問

題
や
、
秋
葉
原
無
差
別
殺
傷
と
元
厚
生
労
働
省
事

務
次
官
連
続
殺
傷
事
件
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度


